
人間の安全保障・質の高い成長

JICAのサステナビリティ方針
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国内外の動向を踏まえバックキャスティングで
目標や取り組みを設定・実施

　「人間の安全保障」を実現するには、さまざまな危機
の予防と対応能力の強化、包摂性、強靱性を伴う経済
社会づくりに加えて、社会、経済、環境の三側面が調和
し、将来世代に負担を残さない「持続的な世界の実現」
を目指すことが不可欠です。
その具体的な指針として、JICAは2023年10月に

●  気候変動対策として、全新規事業をパリ協定に整合する形で実施することを目指します。気候変動を軽減する緩
和策とともに、気候変動にも強靱な社会の実現に向けた適応策を実施し、開発途上国の社会全体のトランジショ
ンを支援します。

●  地球環境の保全は未来に対する責任であり、海洋環境・森林・水資源の保護等の自然環境保全の取り組みを強化
し、生物多様性の主流化を推進していきます。

●  基本的人権を尊重するとともに、ジェンダー平等を含むダイバーシティ・エクイティ＆インクルージョンを推進し、
多様な人材が活き活きと活躍し、成長できる機会と環境を創ります。

●  国際開示基準を踏まえた正確かつ透明性のある情報開示を行います。

●  日本政府による「2050年カーボンニュートラル宣言」を踏まえ、2030年までに組織のカーボンニュートラル達成
を目指します。

●  サステナビリティ委員会およびサステナビリティ推進室を軸に、サステナビリティ推進に向けたガバナンスと組織
全体による取り組みを一層強化します。
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JICAウェブサイト　　  JICAサステナビリティ方針（PDF）関連情報　

「JICA サステナビリティ方針」を公表しました。JICAが
開発途上国のSDGs達成に協力する組織として信頼を
得るためには、まず自らが率先してサステナビリティを
推進し、SDGsの達成に取り組むことが極めて重要です。
新しい開発協力大綱の下、JICAはサステナビリティ
方針として以下を重点的に推進していきます。
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https://www.jica.go.jp/about/policy/environment/__icsFiles/afieldfile/2023/12/01/sustainability_202310.pdf



